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文化・芸術の催し

■日時　３月25日（日）午前10時～午後５時
■会場　全館　
■内容　美術博物館の膨大なコレクションから、「次
　代にも残したい」作品をご紹介します。選定はアー
　ティストの伊藤存、伊達伸明、中村裕太、小説家の福
　永信。この４人による歴史に残る名解説も披露しま
　す。

谷崎潤一郎記念館の催し
問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　☎23-5852/穐38-3244
            （〒659-0052 伊勢町12-15）

問い合わせ　美術博物館　☎38-5432/穐38-5434
　　　　　　（〒659-0052 伊勢町12-25）

■日時　２月25日（日）午後２時～３時30分
■会場　講義室　
■内容　貝の内側に和歌の上の句・下の句や
　絵などを描いた風雅な一品を作ります。金
　銀で彩った蛤をご用意し、初心者にも簡単
　に書ける美文字のコツをお教えします。
■定員　16人〈要予約〉　
■講師　藤田朱雀氏（書家、武庫川女子大学教授）
■参加費　2,700円（材料費、観覧料込み）　
■持ち物　筆ペン（または筆、墨、硯、文鎮）　■申し込み　上記へ

美術博物館の催し

【一日体験講座】美文字で書く貝合わせ

【ロビーギャラリー】白磁上絵付け講座作品展

　アートスタディプログラム≪Bihaku Room／びはくルーム≫

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）　
【休館日】月曜日（２月13日～ 16日は展示替えのため休館/27日（火）・28日（水）

　　　　は休館）
【観覧料】一般500（400） 円、大高生300 （240） 円、中学生以下無料

※（　）内は20人以上の団体料金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・
精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの人とその介護の人は各当日料
金の半額※３月はイベント開催時の11日・25日（日）のみ開館

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）　【休館日】月曜日
【観覧料】一般300（240）円、大高生200（160）円、中学生以下無料

※（　）内は20人以上の団体料金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手
帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの人とその介護の人は各当
日料金の半額

芦屋市 美術博物館

【一日体験講座】金
き ん い ろ が せ ん

色画仙はがきに春を描こう

【文学館講座】没後20年　友人 須賀敦子さんを語る

谷崎潤一郎記念館

●一日だけの展覧会「芦屋の近代　現代のとりくみ
　　　　　　　　　　　　　　　　ー当館コレクションより」

東日本大震災追悼
「宮沢賢治の作品にふれる 心の支援コンサート」

■日時　３月11日（日）午後３時～
■会場　ホール　
■内容　①思いを一緒に群読「宮沢
　賢治：雨ニモマケズ」②音楽と言
　葉のコラボレーション物語「風の
　又三郎」ほか
■出演　前田伊都子（語り）、八重崎
　渚（マリンバ）、隈本由紀子（歌）ほか

第12回人形劇フェスタ芦屋

■日時　３月11日（日）午後２時
～３時30分　■会場　講義室
■内容　人形劇・みんなでやろ
うよ！やさい畑・マジックおじ
さんの「あれあれはてな？」・腹
話術・幼児のための紙芝居・手遊
びほか　■定員　先着80人　■出演
えぷろん・みずすまし・どんぐり
の会ほか

入場無料

■会期　２月28日～３月４日（最終日は午後３時まで）
■会場　ロビーギャラリー　
■内容　肥前陶芸館創作工房の福田一義氏が、講師を
　務める講座受講生の作品展です。伝統工芸、有田焼     
　の白磁の器に色鮮やかな絵付けを施した作品をご
　覧いただきます。
■参加費　要観覧料

【ロビーギャラリー】絵手紙講座作品展

■会期　３月７日～ 11日（最終日は午後
３時まで）　■会場　ロビーギャラリー
■内容　「しあわせを呼ぶ絵手紙」「こ
ころを伝える絵手紙」講座の受講生が、

「芦屋のはるなつあきふゆ」をテーマに
合同展を開きます。指導は坪田千鶴子
氏（日本絵手紙協会公認講師）　
■参加費　要観覧料

■日時　３月11日（日）午前10時30分～
正午　■会場　講義室　■内容　華
やかな扇形のはがきをご用意し、絵手
紙の描き方を分かりやすく教えます。
■定員　16人〈要予約〉　■講師　坪
田千鶴子氏（日本絵手紙協会公認講
師）　■参加費　1,000円（観覧料込
み）　■申し込み　上記へ

■日時　３月20日（火）午後２時～３時30分　
■会場　美術博物館講義室　
■内容　３月20日は「ミラノ霧の風景」などでイタリア文化
　を描いた阪神間育ちの作家、須賀敦子さん（1929 ～ 98
　年）の没後20年に当たります。親交の深かったイタリア
　文学研究者が、須賀さんの文学と素顔の魅力を語ります。
■定員　先着80人〈要予約〉　■講師　武谷なおみ氏　
■参加費　1,000円（谷崎潤一郎記念館観覧料込み）　　

　　　　　　　　　■申し込み　上記へ須賀敦子さん
提供：読売新聞社

昨年の様子

街道を歩く会　西国街道その⑤～芦屋から西宮まで～

問い合わせ　伊丹市立博物館　☎072-783-0582

■日時　３月17日（土）午後１時～５時※荒天時は３月18日（日）
■内容　旧西国街道沿道・周辺にある史跡
　や神社に博物館職員の解説を交えて立ち
　寄ります。（約８km・ＪＲ西宮駅前で解散）
■定員　先着30人〈要予約〉
■費用　200円（資料代・保険料）
■申し込み　３月１日（木）午前９時より
　電話で上記へ（月曜日休館）

西宮神社表大門

入場無料

吉原治良≪漁夫（仮題）≫1929年頃　油彩、布




